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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報の再送処理方法において、
　移動局装置で測定した基地局装置からの下り信号の受信品質レベル、又はプリアンブル
信号送信時のパワーランピング処理による最終プリアンブル信号送信時の送信電力値を基
に、プリアンブル信号の送信後に送信するメッセージ情報の再送回数を予め判定する再送
回数判定ステップと、
　前記メッセージ情報の再送回数の情報を、プリアンブル信号と共に前記基地局装置へ送
信し、プリアンブル信号送信後のメッセージ情報を、初回送信に引き続いて前記再送回数
を限度として、正常に受信されるまで連続して再送するメッセージ情報再送ステップと、
　前記基地局装置で、前記移動局装置から連続して再送される各メッセージ情報を受信す
る度に、受信データの正常性判定及び再送データの合成処理を実施するメッセージ情報正
常性判定及び合成処理ステップを
　含む移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報の再送処理方法。
【請求項２】
　前記プリアンブル信号の送信に使用する系列コードを、前記メッセージ情報の再送回数
と対応付けた系列グループに分別してテーブルに格納しておき、前記プリアンブル信号を
前記基地局装置へ送信する際に、メッセージ情報の再送回数に対応付けた系列グループの
中から選択した系列コードを使用して、プリアンブル信号を前記基地局装置へ送信するス
テップを含む請求項１に記載の移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情
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報の再送処理方法。
【請求項３】
　前記基地局装置で、初回送信及び再送の各メッセージ情報を受信する度に、受信データ
の正常性判定及び再送データの合成処理を実施し、該メッセージ情報を正常に受信したと
判定した時点で、前記移動局へ正常受信を示す応答メッセージを送信し、
　前記移動局で、前記基地局から前記正常受信を示す応答メッセージを受信したときに、
該メッセージ情報の再送を停止するステップを含む請求項１又は２に記載の移動体通信の
ランダムアクセス手順におけるメッセージ情報の再送処理方法。
【請求項４】
　移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報を再送処理する移動局装置
において、
　基地局装置からの下り信号の受信品質レベルの測定結果の値、又はプリアンブル信号送
信時のパワーランピング処理による最終プリアンブル信号送信時の送信電力値を基に、プ
リアンブル信号の送信後に送信するメッセージ情報の再送回数を予め判定する再送回数判
定手段と、
　前記メッセージ情報の再送回数の情報を、プリアンブル信号と共に前記基地局装置へ送
信する手段と、
　前記プリアンブル信号送信後のメッセージ情報を、初回送信に引き続いて前記再送回数
を限度として、正常に受信されるまで連続して再送するメッセージ情報再送手段と、
　を備えた移動局装置。
【請求項５】
　移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報の再送データを受信処理す
る基地局装置において、
　前記移動局装置からプリアンブル信号と共に送信されるメッセージ情報の再送回数の情
報を受信し、
　前記移動局装置からプリアンブル信号送信後に、初回送信に引き続いて前記再送回数を
限度として、連続して再送される各メッセージ情報を受信する度に、受信データの正常性
判定及び再送データの合成処理を実施し、
　該メッセージ情報を正常に受信したと判定した時点で、前記移動局へ正常受信を示す応
答メッセージを送信する基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信のランダムアクセス手順における再送処理方法、移動局装置及び
基地局装置に関し、特に、移動体通信において移動局から基地局へ最初のパケットデータ
を送信するために実施されるランダムアクセス手順における、プリアンブル信号の送信後
のメッセージ情報の再送処理に係る。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムにおいて、発着呼等の契機により移動局装置（以下、「移動局」と記
す）では上位レイヤからサービスリクエストメッセージがレイヤ３のＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ
　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤに通知される。ＲＲＣレイヤでは、サービ
スリクエストメッセージを送信するために、基地局装置（以下、「基地局」と記す）との
間でＲＲＣコネクションを開設する必要があり、ＲＲＣコネクションを開設するためのラ
ンダムアクセス手順が実行される。図１０に従来のランダムアクセス手順のシーケンスを
示す。
【０００３】
　移動局は拡散コードで拡散されたプリアンブル信号を送信し、基地局から該プリアンブ
ル信号を検出したことを示すレスポンス信号を受信するまで、徐々に送信電力を上げなが
ら、プリアンブル信号を繰返し送信（図１０のＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅａｍ



(3) JP 5035065 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

ｂｌｅ（１０－１）に該当）する。
【０００４】
　基地局ではプリアンブル信号を検出すると、移動局に対してレスポンス信号を送信（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ（１０－２）に該当）する。移動局は該レ
スポンス信号を受信した時点でプリアンブル信号の送信を停止し、その時点でのプリアン
ブル信号の送信電力を基に決定する電力値にて、メッセージ情報を送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０－３）に該当）する。
【０００５】
　移動局が送信するプリアンブル信号には、拡散コードとして既知の系列コードの１つが
選択され使用される。プリアンブル信号の系列コードは、同一セル内で収容可能な移動局
の発着呼をサポートすることができる分の複数種類のコードが予め用意されている。
【０００６】
　基地局は移動局からのプリアンブル信号を検出すると、該移動局がメッセージ情報を送
信する際に必要な送信タイミング情報・無線リソース割当情報・変調スキーム情報等を通
知（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｃｅ（１０－２）に該当）する。
【０００７】
　次に、移動局はＲＲＣコネクションの開設要求を含むメッセージ情報を、基地局より指
定された無線リソース及び送信タイミングの情報に従って送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０－３）に該当）する。このとき、送信電力値は、上述の徐
々に送信電力を上げながら送信したプリアンブル信号のうち、基地局によって正常に受信
された最後のプリアンブル信号を送信（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅａｍｂｌｅ
（１０－１）に該当）したときの送信電力を基に決定される。
【０００８】
　基地局では、移動局からのメッセージ情報の受信を完了すると、移動局へ応答メッセー
ジを送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ（１０－４）に該当）
する。移動局は、該応答メッセージを上位レイヤへ通知することで、ＲＲＣコネクション
の開設が完了する。
【０００９】
　移動局から基地局へ送信するメッセージ情報の伝送に、パケット合成型自動再送要求（
ＨＡＲＱ：Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）方式を
適用する場合、メッセージ情報（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送
信に対して、基地局から受信失敗の応答（ＮＡＣＫ）が返されると、該メッセージ情報を
再送し、基地局から受信成功の応答（ＡＣＫ）が返されるまで、同メッセージ情報を繰り
返し再送する。
【００１０】
　図１１に、移動局から基地局へ送信するメッセージ情報の送受信にパケット合成型自動
再送要求（ＨＡＲＱ）を適用した場合の従来の再送処理のシーケンス例を示す。同図に示
すシーケンス例は、メッセージ情報の再送を２回繰り返すことによって受信成功となった
場合のシーケンス例を示している。
【００１１】
　図１１に示すように、移動局から基地局へのメッセージ情報の送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１０－３）に該当）に対して、基地局から受信失敗の応
答（ＮＡＣＫ（１１－１）に該当）が返され、該受信失敗の応答（ＮＡＣＫ（１１－１）
に該当）に対して、１回目の再送メッセージ情報を送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１１－２）に該当）する。
【００１２】
　上記１回目の再送メッセージ情報の送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ（１１－２）に該当）に対して、基地局から再び受信失敗の応答（ＮＡＣＫ）１１－
３）に該当）が返され、該受信失敗の応答（ＮＡＣＫ（１１－３）に該当）に対して、２
回目の再送メッセージ情報を送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ（１
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１－４）に該当）する。
【００１３】
　上記２回目の再送メッセージ情報の送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ（１１－４）に該当）によって、該メッセージ情報が基地局で正しく受信され、基地
局は移動局へ応答メッセージを送信（ＲＲＣ　Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉ
ｏｎ（１０－４）に該当）する。
【００１４】
　パケットの再送処理に関し、伝搬環境状況を推定し、伝搬環境状況を反映した受信品質
報告値を選択して通信相手に報告し、パケットの再送回数の低減を図る無線通信装置及び
受信品質報告方法について、下記の特許文献１に記載されている。
【特許文献１】特開２００５－６４９４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　従来技術によるパケット合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ）方式の再送処理の場合、移動
局からのメッセージ情報が基地局に正しく送達されるまで再送することにより要する時間
は、最大で１回の往復遅延時間（ＲＴＴ：Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ）と送信回数
（初回送信＋最大再送回数）との積となる。
【００１６】
　ここで、往復遅延時間（ＲＴＴ）は、移動局がメッセージ情報を送信した時点から、基
地局が受信応答（ＮＡＣＫ：失敗応答）を送信し、移動局が失敗応答の受信応答（ＮＡＣ
Ｋ）を受けて、次の再送メッセージの送信を開始するまでに要する時間である。
【００１７】
　ランダムアクセスシーケンスは、他ユーザの移動局とのアクセス競合の問題等もあり、
できるだけ短時間で完了することが望ましく、再送処理にあまり多くの時間を掛けること
は望ましくなく、通信システムとして受信品質を確保しつつ、基地局と移動局との間のメ
ッセージ情報の送受信時間を短縮化することが大きな課題となっている。
【００１８】
　図１１に示した従来のパケット合成型自動再送要求（ＨＡＲＱ）のシーケンス例では、
１回のメッセージ情報の送信に１送信時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔ
ｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）分の無線リソースを必要とし、基地局からの受信応答を受け
取り、次のメッセージの送信を開始するまでの往復遅延時間（ＲＴＴ）に、４倍の送信時
間間隔（ＴＴＩ）が掛かるとする。即ち、１ＲＲＴ＝４ＴＴＩであるとする。
【００１９】
　なお、送信時間間隔（ＴＴＩ）は、トランスポートブロックセットのレイヤ間の到着間
隔であり、無線インタフェース上にレイヤ１によりトランスポートブロックセットが転送
される時間間隔と同一の値である。また、送信時間間隔（ＴＴＩ）は最小のインタリーブ
間隔（１０ｍｓ）の整数倍（実際には、１０，２０，４０，８０ｍｓｅｃ）である。
【００２０】
　図１１のシーケンス例では、２回の再送によるメッセージ情報の送信完了（再送処理完
了）までに、
１往復遅延時間（ＲＴＴ）×送信回数（初回送信＋最大再送回数）＝４ＴＴＩ×３
＝１２ＴＴＩ
の時間が必要となる。本発明は、ＨＡＲＱ方式の再送処理において、再送制御を含めた処
理時間を削減し、メッセージ情報受信完了までに掛かる時間を大幅に短縮化することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　この再送処理方法は、移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報の再
送処理方法において、移動局装置で測定した基地局装置からの下り信号の受信品質レベル
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、又はプリアンブル信号送信時のパワーランピング処理による最終プリアンブル信号送信
時の送信電力値を基に、プリアンブル信号の送信後に送信するメッセージ情報の再送回数
を予め判定する再送回数判定ステップと、前記メッセージ情報の再送回数の情報を、プリ
アンブル信号と共に前記基地局装置へ送信し、プリアンブル信号送信後のメッセージ情報
を、初回送信に引き続いて前記再送回数を限度として、正常に受信されるまで連続して再
送するメッセージ情報再送ステップと、前記基地局装置で、前記移動局装置から連続して
再送される各メッセージ情報を受信する度に、受信データの正常性判定及び再送データの
合成処理を実施するメッセージ情報正常性判定及び合成処理ステップを含むことを要件と
する。
【００２２】
　また、この移動局装置は、移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報
を再送処理する移動局装置において、基地局装置からの下り信号の受信品質レベルの測定
結果の値、又はプリアンブル信号送信時のパワーランピング処理による最終プリアンブル
信号送信時の送信電力値を基に、プリアンブル信号の送信後に送信するメッセージ情報の
再送回数を予め判定する再送回数判定手段と、前記メッセージ情報の再送回数の情報を、
プリアンブル信号と共に前記基地局装置へ送信する手段と、前記プリアンブル信号送信後
のメッセージ情報を、初回送信に引き続いて前記再送回数を限度として、正常に受信され
るまで連続して再送するメッセージ情報再送手段と、を備えることを要件とする。
【００２３】
　また、この基地局装置は、移動体通信のランダムアクセス手順におけるメッセージ情報
の再送データを受信処理する基地局装置において、前記移動局装置からプリアンブル信号
と共に送信されるメッセージ情報の再送回数の情報を受信し、前記移動局装置からプリア
ンブル信号送信後に、初回送信に引き続いて前記再送回数を限度として、連続して再送さ
れる各メッセージ情報を受信する度に、受信データの正常性判定及び再送データの合成処
理を実施し、該メッセージ情報を正常に受信したと判定した時点で、前記移動局へ正常受
信を示す応答メッセージを送信する構成をそなえることを要件とする。
【発明の効果】
【００２４】
　開示の再送処理方法を適用することにより、ランダムアクセス手順における移動局から
のメッセージ情報の送信において、ＨＡＲＱ方式の再送処理を実施する場合、再送制御を
含めた処理時間を、従来の再送処理に比べて大幅に削減することができ、メッセージ情報
受信完了までに掛かる時間を大幅に短縮化することができる。また、従来の再送処理に比
べて、或る許容時間内に実施可能な再送回数を増やすことができ、その分、ＨＡＲＱ方式
による再送データの合成利得を上げることができるため、受信特性を向上させることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１に、開示の再送処理によるシーケンス例を示す。同図のシーケンス例は、図１１に
示した従来の再送処理と同様に、２回の再送回数となった場合のシーケンス例を示してい
る。
【００２６】
　図１に示すようにこの再送処理方法は、移動局がプリアンブル信号の送信を開始する時
点の下りリンク（基地局から移動局へ送信される信号の経路）の受信品質レベルの状態に
より、メッセージ情報の再送回数を予め判定（この例の場合では、再送回数を２回と判定
）し、プリアンブル信号の送信時に、該判定した再送回数の情報をプリアンブル信号と共
に基地局へ送信する（ステップ１－１，１－２）。
【００２７】
　基地局では、上記プリアンブル信号を検出すると同時に、再送メッセージ情報の再送回
数の情報を取得し、移動局に対してレスポンス信号（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅ
ｓｐｏｎｓｅ）を送信する（ステップ１－３）。
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【００２８】
　移動局は、メッセージ情報の送信のステップで、前もって判定した再送回数分のメッセ
ージ情報を、無条件に連続的に送信する。図１のシーケンス例の場合、初回送信分も含め
て再送２回分のメッセージ情報の送信を連続的に行って、３送信時間間隔（ＴＴＩ）で完
了する（ステップ１－４，１－５，１－６）。
【００２９】
　基地局では、移動局から連続送信されるメッセージ情報（初回送信分及び再送分）の受
信判定を、各メッセージ情報を受信する毎に実施し、正常受信と判定した時点で直ちに移
動局へレスポンス応答を通知する。
【００３０】
　図１のシーケンス例では、ステップ１－４で送信された初回のメッセージ情報の受信に
対して、失敗応答の受信応答（ＮＡＣＫ）を通知する（ステップ１－７）。ステップ１－
５で送信された１回目の再送メッセージ情報の受信及び合成処理に対して、失敗応答の受
信応答（ＮＡＣＫ）を通知する（ステップ１－８）。そして、ステップ１－６で送信され
た２回目の再送メッセージの受信及び合成処理に対して、受信成功のレスポンス応答（Ｒ
ＲＣ　Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）を通知する（ステップ１－９）。
【００３１】
　移動局は、基地局からのレスポンス応答を受信した時点でＨＡＲＱ方式の再送動作を完
了し、応答メッセージを上位レイヤへ通知することで、ＲＲＣコネクションの開設が完了
する。この開示の再送処理方法によるシーケンス例では、従来の再送処理に比べて６送信
時間間隔（ＴＴＩ）の時間が短縮されたことになる。
【００３２】
　即ち、図１シーケンス例では、移動局からメッセージ情報の送信（ステップ１－４）を
開始してから、該メッセージ情報に対する失敗応答の受信応答（ＮＡＣＫ）の受信（ステ
ップ１－７）までに１往復遅延時間（１ＲＴＴ＝４ＴＴＩ）が掛かり、失敗応答の受信応
答（ＮＡＣＫ）の受信（ステップ１－７）から受信成功のレスポンス応答の受信（ステッ
プ１－９）まで２送信時間間隔（ＴＴＩ）が掛かり、合計で６送信時間間隔（ＴＴＩ）の
時間が掛かるが、従来の図１１に示した再送処理例では、１２送信時間間隔（ＴＴＩ）が
掛かり、その差の６送信時間間隔（ＴＴＩ）の時間が短縮されたことになる。
【００３３】
　メッセージ情報の再送回数を判定するための下りリンクの受信品質レベルとして、移動
局で受信される下りリンクの信号の信号電力対干渉電力比（以下、「ＳＩＲ」と記す）を
使用することができる。移動局は下りリンクのＳＩＲを計測し、該ＳＩＲを判定閾値と比
較してメッセージ情報の再送回数を判定する。
【００３４】
　メッセージ情報の再送回数を判定するためのＳＩＲの判定閾値は、例えば図２に示す表
１のように、各判定閾値Ａ～Ｇの間の範囲のＳＩＲに対して、メッセージ情報の連続再送
回数をそれぞれ対応付けた閾値判定テーブルに格納しておく。
【００３５】
　連続再送回数を２回と判定した図１のシーケンス例では、計測したＳＩＲの値が図２の
閾値判定テーブルにおいて判定閾値Ｂと判定閾値Ｃとの間の範囲内にあるケースに相当す
る。この閾値判定テーブルを予め移動局内に設けておくことで、プリアンブル信号の送信
開始時点の受信品質レベルの計測値から、メッセージ情報の再送回数を予め判定すること
が可能となる。
【００３６】
　上述の実施形態は、受信品質レベルとしてＳＩＲを使用した形態であるが、ＳＩＲに代
えて、受信信号強度（ＲＳＳＩ：Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を用いて同様の閾値判定テーブルを用意することでも実施可能であ
る。
【００３７】
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　更に、ＳＩＲを用いる代わりに希望波受信電力（Ｓ：Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｏｗｅｒ、ＳＩ
ＲのＳ値）を用いて同様の閾値判定テーブルを用意することでも実施可能であり、ＳＩＲ
を用いる場合より、受信品質レベルの計測部の構成を簡略化することが可能となる。
【００３８】
　また、図２の受信品質レベルと連続再送回数とを対応付けた閾値判定テーブル例（表１
）に、更に、ランダムアクセスにおけるプリアンブル信号の系列コードのグループ（１つ
の系列グループには複数の系列コードを割当てておく）を対応付けた閾値判定テーブルの
例を図３の表２に示す。
【００３９】
　図３の閾値判定テーブルの例は、系列グループを８グループに分け、各系列グループに
８個の系列コードを割当てた例を示し、移動局がプリアンブル信号の送信に採用する系列
コードを、再送回数と対応付けた系列グループの中から系列コードを選択し、該系列コー
ドで生成したプリアンブル信号のみを基地局へ送信する。
【００４０】
　基地局側には同様の閾値判定テーブルを設けておき、基地局は該閾値判定テーブルを参
照し、プリアンブル信号の受信値よりその系列コードが属する系列グループを特定し、該
系列グループに対応付けられたメッセージ情報の連続再送回数を判定する。これにより、
移動局から基地局へ連続再送回数の情報を通知するのに、プリアンブル信号以外の通信リ
ソースを使用することなく、再送回数情報を通知することが可能となる。
【００４１】
　図１のシーケンス例の場合、計測したＳＩＲの値は、Ｂ＞ＳＩＲ≧Ｃの範囲内にあるケ
ースに相当し、ＳＩＲの値から連続再送回数が２と判定され、選択する系列グループは３
で、プリアンブル信号に使用する系列コードは、１６～２３番のコード番号の中の任意の
系列コードを選択することとなる。
【００４２】
　前述したように受信品質レベルにより決定した連続再送回数に従って、移動局はメッセ
ージ情報の初回送信及び連続再送回数分の送信を行う。一方、基地局では、メッセージ情
報の初回の受信データの正常性のチェック、及び初回の受信データと後続の各再送データ
とのＨＡＲＱ合成処理の度に受信データの正常性のチェックを行う。
【００４３】
　そして基地局は、正常にメッセージ情報を受信したと判定した時点で、直ちに移動局側
へレスポンス応答信号を送信する。こうすることにより、連続的に送信される再送データ
の全ての受信を完了する前に少しでも早い時期に、移動局側へレスポンス応答を通知する
ことが可能となる。
【００４４】
　図４に再送の途中で再送を停止するシーケンス例を示す。このシーケンス例では、受信
品質レベルとして測定したＳＩＲが判定閾値Ｅと判定閾値Ｆとの間にあり、連続再送回数
が８回と判定されたが、２回目の再送データによりメッセージ情報が正常受信された場合
の例である。
【００４５】
　図４に示すように、移動局がプリアンブル信号の送信を開始する時点の下りリンクの受
信品質レベルの状態により、メッセージ情報の再送回数を８回と判定し、プリアンブル信
号の送信時に、８回の再送回数を表すプリアンブル信号を基地局へ送信する（ステップ４
－１，４－２）。
【００４６】
　基地局では、上記プリアンブル信号を検出すると同時に、再送メッセージ情報の再送回
数８回の情報を取得し、移動局に対してレスポンス信号（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を送信する（ステップ４－３）。
【００４７】
　移動局は、メッセージ情報の送信のステップで、前もって判定した再送回数８回のメッ
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セージ情報を、初回分を含めて連続的に送信する（ステップ４－４～４－９）。基地局で
は、移動局から連続送信されるメッセージ情報（初回送信分及び再送分）の受信判定を、
各メッセージ情報を受信する毎に実施する。
【００４８】
　基地局は、ステップ４－４で送信された初回のメッセージ情報の受信に対して、失敗応
答の受信応答（ＮＡＣＫ）を通知する（ステップ４－１１）。また、ステップ４－５で送
信された１回目の再送メッセージ情報の受信及び合成処理に対して、失敗応答の受信応答
（ＮＡＣＫ）を通知する（ステップ４－１２）。
【００４９】
　そして、基地局は、ステップ４－６で送信された２回目の再送メッセージの受信及び合
成処理に対して、受信成功のレスポンス応答（ＲＲＣ　Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ）を通知する（ステップ４－１３）。即ち、基地局は、２回目の再送データ
（初回送信分を含めて３つの送信データ）でメッセージ情報を正常受信し、移動局側へ短
時間でレスポンス応答を通知する。
【００５０】
　移動局は、上記のレスポンス応答を再送途中で受信すると、残りの再送回数分のデータ
を送信することなく、再送処理を停止する。このように、基地局が連続受信する全再送デ
ータ（再送８回分）を受信完了する前に正常受信したと判定した時点で、直ちに、移動局
側へレスポンス応答を通知し、移動局は該レスポンス応答信号の受信時点で、メッセージ
情報の再送を停止することで、再送データの送信を最低限に抑えるとともに、直ち再送処
理を終えて次の処理へ移行することが可能となる。
【００５１】
　なお、移動局側が連続再送回数分のメッセージ情報の送信を行い、基地局側が全再送分
のデータの受信を完了しても、メッセージ情報を正常に受信することができなかった場合
、移動局は、最終再送に対する失敗応答の受信応答（ＮＡＣＫ）の受信により、ランダム
アクセスシーケンス処理の失敗と判断し、再度、ランダムアクセス手順を最初からやり直
す。このときのやり直しのランダムアクセス手順として、従来どおりの再送処理としても
良い。
【００５２】
　前述の受信品質レベルの計測の実施は、移動局で電源オンとなった時点から受信品質レ
ベルの計測を継続的に行い、ランダムアクセス手順の開始時点での受信品質レベルの計測
値を採用する構成とすることができる。
【００５３】
　また、受信品質レベルの計測において、ランダムアクセス手順の開始時点での計測値を
採用する場合、瞬時的に劣化した計測値（瞬時値）をそのまま採用して判定した連続再送
回数値は、過剰判定値となることが予想される。従って、採用する計測値として、計測値
（瞬時値）に平均処理等を施すことにより、瞬時的な受信品質レベルの劣化が発生するケ
ースでも、適正な連続再送回数を判定することが可能となる。
【００５４】
　図５に受信品質レベルにＳＩＲを使用した場合で、瞬時値と平均値とで連続再送回数を
判定した比較例を示す。同図の（ａ）は、各測定値の瞬時値を基に連続再送回数を判定し
た場合の例を示し、同図の（ｂ）は測定値の平均値を基に連続再送回数を判定した場合の
例を示している。それぞれ、横軸は時間（Ｔ）、縦軸はＳＩＲの測定値の瞬時値及び平均
値を示している。
【００５５】
　同図の（ｂ）に示す平均処理の例は、平均周期内の各測定値の瞬時値の平均値をそれぞ
れ算出し、平均周期間隔毎に平均値を更新した例である。また、図中のＡ～Ｆは、表１及
び表２の判定閾値テーブルの各判定閾値に対応したものであり、Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ＞Ｅ＞Ｆ
ある。
【００５６】
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　同図（ａ）の例では、判定閾値Ｄと判定閾値Ｅとの間にＳＩＲが瞬時的に劣化したとき
の値で判定すると、連続再送回数は６回という過剰な値になってしまう。しかし、同図（
ｂ）に示すように、平均周期毎に算出した平均値を用いて判定することにより、平均値は
判定閾値Ａと判定閾値Ｂとの間になり、連続再送回数は１回となって、連続再送回数の過
剰判定を防止することができる。
【００５７】
　また、上述の実施形態のように、連続再送回数の判定をランダムアクセス手順開始時の
受信品質レベルの状態により判定するのではなく、プリアンブル信号の送信時のパワーラ
ンピング処理において決定される送信電力値を基に、メッセージ情報の再送回数を判定す
る実施形態とすることでも同様の再送処理が可能である。
【００５８】
　図６の表３にパワーランピング処理による送信電力値に基づく閾値判定テーブルの例を
示す。該閾値判定テーブルには、各判定閾値Ａ～Ｇの間の範囲の送信電力値Ｐに対して、
メッセージ情報の連続再送回数をそれぞれ対応付けて格納しておく。また、該閾値判定テ
ーブルに、更に、ランダムアクセスにおけるプリアンブル信号の系列コードのグループ（
１つの系列グループには複数の系列コードを割当てておく）を対応付けておく。
【００５９】
　図７に送信電力値に基づく連続再送回数を判定する再処理のシーケンス例を示す。この
シーケンス例では、移動局においてランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）のプリアンブ
ル信号の送信開始時の初期送信電力値をＰｉｎｉ、パワーランピング処理により移動局が
徐々に上げて行くプリアンブル信号の送信電力の値をＰとする。
【００６０】
　表３の閾値判定テーブルの各判定閾値と比較して、初期送信電力値Ｐｉｎｉが最小の判
定閾値Ａより小さい場合、プリアンブル信号の送信開始時の系列コードは、系列グループ
１の中の任意のコード番号のものを選択して送信を開始する。また、プリアンブル信号の
送信電力値Ｐが判定閾値Ｅと判定閾値Ｆとの間に位置する場合、該プリアンブル信号の系
列コードは、系列グループ６の中の任意のコード番号のものを選択して送信する。
【００６１】
　パワーランピング処理にてプリアンブル信号の送信電力Ｐの値は、判定閾値Ａから判定
閾値Ｆの方向へ増加するが、その間に、プリアンブル信号の送信に使用する系列コードは
、表３の判定閾値テーブルにおけるその時点の送信電力値Ｐに対応した系列グループの中
から任意に選択することになる。
【００６２】
　図７のシーケンス例では、初回の送信電力値Ｐｉｎｉでのプリアンブル信号の送信時に
は、再送０回に対応付けた系列グループ１の系列コードによりプリアンブル信号を送信す
る（ステップ７－１）。ｍ回目の判定閾値ＡとＢとの間の範囲の送信電力Ｐでのプリアン
ブル信号の送信時には、再送１回に対応付けた系列グループ２の系列コードによりプリア
ンブル信号を送信する（ステップ７－２）。
【００６３】
　ｎ回目の判定閾値ＣとＤとの間の範囲の送信電力Ｐでのプリアンブル信号の送信時には
、再送３回に対応付けた系列グループ４の系列コードによりプリアンブル信号を送信する
（ステップ７－３）。最終の判定閾値ＥとＦとの間の範囲の送信電力Ｐでのプリアンブル
信号の送信時には、再送８回に対応付けた系列グループ６の系列コードによりプリアンブ
ル信号を送信する（ステップ７－４）。
【００６４】
　上記ステップ７－４で送信したプリアンブル信号が基地局で受信され、系列グループ６
のプリアンブル信号が検出されると、基地局はレスポンス信号（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を送信する（ステップ７－５）。該レスポンス信号の受信によ
り、移動局は再送８回としてメッセージ情報の送信を開始し（ステップ７－６）、基地局
は、再送８回としてメッセージ情報の受信を開始する（ステップ７－７）。移行のメッセ
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ージ情報の送信ステップは、図４で説明したステップと同様である。
【００６５】
　以上の再送処理により、移動局ではプリアンブル信号の最終送信時の送信電力値からメ
ッセージ情報の連続再送回数を判定し、基地局では図６に示す移動局の判定閾値テーブル
と同様の判定閾値テーブルを備え、該判定閾値テーブルを参照することにより、プリアン
ブル信号の受信が成功した時の該プリアンブル信号のコード番号から系列グループを特定
し、該系列グループに対応付けられたメッセージ情報の連続再送回数を判定する。
【実施例１】
【００６６】
　前述の受信品質レベルにＳＩＲの測定値を使用し、該測定値に平均処理を適用して再送
回数を判定する処理フローの実施例を図８に示す。この処理フローの実施例は、移動局側
での下りリンクの受信品質レベルの計測から始まり、プリアンブル信号の送信（Ｒａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅａｍｂｌｅ）の後、メッセージ情報（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信（連続再送データの送信）までの処理フローの実施例
を示している。連続再送回数を判定するための閾値判定テーブルは表２のものと同様であ
る。
【００６７】
　移動局は電源オンの後、受信品質レベルの計測を開始し、常時、継続的に計測値の平均
値の算出及び算出結果の更新を行う（ステップ８－１）。移動局において、発着呼等の契
機を検出した場合、基地局へのプリアンブル信号の送信処理を開始する（ステップ８－２
）。先ず、最初の処理として、受信品質レベルの計測結果（平均更新値）を用いて、表２
の閾値判定テーブルより連続再送回数Ｎの決定、及びプリアンブル信号の系列グループの
選択を行う（ステップ８－３）。
【００６８】
　次に、プリアンブル信号を生成するのに使用する系列コード番号を、選択した系列グル
ープ内から任意に選択する（ステップ８－４）。例えば、連続再送回数を２回と決定した
場合、計測したＳＩＲ値は、判定閾値Ｂと判定閾値Ｃとの間の範囲内にあるケースに相当
するので、選択する系列グループは３で、プリアンブル信号に使用するコード番号は、１
６～２３の内の任意のコード番号のものを選択することとなる。
【００６９】
　次に、上記コード番号の系列コードを使用してプリアンブル信号を生成し、基地局への
プリアンブル信号の送信を開始する（ステップ８－５）。移動局は、基地局よりＲａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅのレスポンス信号を受信するまで（ステップ８－
９）、パワーランピング処理により、繰返しプリアンブル信号の送信を行う。
【００７０】
　基地局側では、プリアンブル信号を検出すると（ステップ８－６）、移動局側へＲａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅのレスポンス信号を送信し（ステップ８－７）
、検出したプリアンブル信号より、表２の閾値判定テーブルを基に連続再送回数Ｎを検出
する（ステップ８－８）。また、このとき基地局は、メッセージ情報の受信回数Ｍ’を初
期値０にセットする。
【００７１】
　次に、メッセージ情報の送信処理フローへ移るが、その前に、メッセージ情報の送信回
数Ｍを初期値０にセットする（ステップ８－１０）。なお、送信回数Ｍは、移動局で既に
送信したメッセージの送信回数である。また、受信回数Ｍ’は、基地局で既に受信された
メッセージの受信回数である。
【００７２】
　移動局は、基地局側からＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅのレスポンス
信号により通知された送信タイミング情報、無線リソース割当情報、変調スキーム情報等
に従い、メッセージ情報の送信を開始する（ステップ８－１１）。この例では、メッセー
ジ情報の送信を１送信時間間隔（ＴＴＩ）の時間毎に行うため、メッセージ情報の送信毎
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に１送信時間間隔（ＴＴＩ）のタイマー（以下、「ＴＴＩタイマー」と記す）を初期化／
起動し、該ＴＴＩタイマーのタイムアップ満了により次回分の再送データの送信を行う。
【００７３】
　また、最終の再送データの往復遅延時間（ＲＴＴ）後までの間、基地局からのレスポン
ス応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）の受信を監視する必要があるため、メッセージ情報の送信毎
にＲＴＴタイマーを初期化／起動し、最終再送データの送信から往復遅延時間（ＲＴＴ：
最終再送データの送信に対する受信応答が基地局から受け取るまでの時間）の経過を監視
する。なお、ＲＴＴタイマーは、１往復遅延時間（ＲＴＴ）で満了するタイマーである。
【００７４】
　移動局は、ＲＴＴタイマーの満了までに、基地局からのレスポンス応答（ＡＣＫ）を受
信すると（ステップ８－１２）、応答メッセージを上位レイヤへ通知することで、ＲＲＣ
コネクションの開設が完了し、次処理へ移ることになる（ＲＡＣＨシーケンス成功）(ス
テップ８－１７)。
【００７５】
　また、移動局は、メッセージの送信回数Ｍが、初回分も含めて再送回数Ｎに達した（Ｍ
＝Ｎ＋１となった）か否かを判定し(ステップ８－１３)、達していない場合には、ＴＴＩ
タイマーの満了を待って、次回の再送データを送信し、ＲＴＴタイマー及びＴＴＩタイマ
ーをリセットし、送信回数Ｍに１を加算する(ステップ８－１１)。
【００７６】
　移動局では、基地局からのレスポンス応答（ＡＣＫ）の受信が無く、メッセージの送信
回数Ｍが初回分も含めて再送回数Ｎに達し（Ｍ＝Ｎ＋１となった）、ＲＴＴタイマーが満
了したとき、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）のシーケンス処理の失敗と判定し(
ステップ８－１６)、最初からやり直す。
【００７７】
　基地局側では、初回送信分と連続再送回数Ｎ回分のメッセージ情報を受信し、各メッセ
ージ情報を受信する毎に、ＨＡＲＱ合成／受信判定を実施する（ステップ８－１８）。基
地局では、最終の再送メッセージ情報の受信までの間に正常受信を判定した場合は、直ち
に移動局側へレスポンス応答（ＡＣＫ）信号を送信し（ステップ８－１９）、ランダムア
クセスチャネル（ＲＡＣＨ）シーケンス処理を完了する（ＲＡＣＨシーケンス成功）（ス
テップ８－２３）。
【００７８】
　また、基地局では、メッセージ情報のＨＡＲＱ合成／受信判定で正常受信とならなかっ
た場合、直ちに移動局側へ失敗応答の受信応答信号（ＮＡＣＫ）を送信し（ステップ８－
２０）、受信回数Ｍ’に１を加算し（ステップ８－２１）、受信回数Ｍ’が初回分も含め
て再送回数Ｎに達した（Ｍ’＝Ｎ＋１となった）か否かを判定する（ステップ８－２１）
。
【００７９】
　受信回数Ｍ’が初回分も含めて再送回数Ｎに達していない（Ｍ’＝Ｎ＋１となっていな
い）場合には、ステップ８－１８に戻って同様の処理を繰り返す。また、受信回数Ｍ’が
初回分も含めて再送回数Ｎに達した（Ｍ’＝Ｎ＋１となった）場合には、ランダムアクセ
スチャネル（ＲＡＣＨ）のシーケンス処理の失敗と判定し(ステップ８－２４)、最初から
やり直す。
【００８０】
　なお、前述の実施例では、表２の閾値判定テーブルにおいて、連続再送回数の最小値を
０（再送なし）としているが、他の実施例として、連続再送回数の最小値を０より大きい
値とすることで、受信品質が或る程度良好な状態でも、若干回数の再送を行うことにより
、更に受信特性を向上させることが可能となる。
【実施例２】
【００８１】
　次に、前述のパワーランピング処理により決定される送信電力値を基に再送回数を判定
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する処理フローの実施例を図９に示す。この実施例は、図８におけるステップ８－１から
ステップ８－９の処理フロー（移動局側の受信品質レベルの計測結果からメッセージ情報
の連続再送回数を決定し、再送回数と対応付けている系列グループより任意のプリアンブ
ル系列コードを選択してプリアンブル信号を送信する部分）を、以下のように変更したも
のである。
【００８２】
　即ち、プリアンブル信号の送信処理が開始されると（ステップ９－１）、プリアンブル
信号の送信電力Ｐを初期送信電力Ｐｉｎｉとし（ステップ９－２）、該送信電力Ｐに対応
する連続再送回数を判定する（ステップ９－３）。該連続再送回数に対応するプリアンブ
ル信号の系列グループの中から任意の系列コードを選択する（ステップ９－４）。
【００８３】
　上記選択した系列コードを使用してプリアンブル信号を送信し（ステップ９－５）、該
プリアンブル信号の送信に対して、基地局からのレスポンス信号（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）が受信されたかを判定する（ステップ９－６）。該レスポン
ス信号が受信されない場合は、パラーランピング処理により送信電力Ｐを強め（ステップ
９－７）、新たな送信電力Ｐに対して、前述のステップ９－３以降の同様の処理を実施す
る。
【００８４】
　パラーランピング処理により送信電力Ｐを徐々に強めてプリアンブル信号を送信し、基
地局からレスポンス信号（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）が受信され
たときのプリアンブル信号の送信電力値から、メッセージ情報の連続再送回数Ｎを判定す
る（ステップ９－８）。その他の処理フローは、図８に示した処理フローと同様であるの
で、同一の符号を付し、重複した説明は省略する。
【００８５】
　図８の実施例では、移動局は電源オンの後より受信品質レベルの計測を開始し、常時、
継続的に受信品質レベルの計測値の平均値の算出及び算出結果の更新を実施するが、図９
の実施例ではこれらの処理は不要となる。
【００８６】
　また、移動局において、発着呼等の契機を検出すると、基地局へのプリアンブル信号の
送信処理を開始するが、該プリアンブル信号の送信に使用する系列コードの選択の方法が
、図８の実施例と図９の実施例とで異なるものとなる。即ち、図８の実施例ではプリアン
ブル信号の送信時に使用する系列コードは、受信品質レベルの計測結果よりプリアンブル
信号の送信時点で決定した固定の系列コードでの送信となる。これに対して、図９の実施
例ではパワーランピング処理後の送信電力値を元にプリアンブル信号の送信時に使用する
系列コードを選択し直すため、系列コードを変化させながらプリアンブル信号を送信する
こととなる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】再送処理のシーケンス例を示す図である。
【図２】表１（閾値判定テーブル例）を示す図である。
【図３】表２（閾値判定テーブル例）を示す図である。
【図４】再送の途中で再送を停止するシーケンス例を示す図である。
【図５】瞬時値と平均値とで連続再送回数を判定した比較例を示す図である。
【図６】表３（閾値判定テーブル例）を示す図である。
【図７】送信電力値に基づく連続再送回数を判定する再処理のシーケンス例を示す図であ
る。
【図８】受信品質レベルの測定値を基に再送回数を判定する処理フローの実施例を示す図
である。
【図９】パワーランピングの送信電力値を基に再送回数を判定する処理フローの実施例を
示す図である。
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【図１０】従来のランダムアクセス手順のシーケンスを示す図である。
【図１１】従来の再送処理のシーケンス例を示す図である。
【符号の説明】
【００８８】
　１－１　連続送信回数決定のステップ
　１－２　プリアンブル信号の送信のステップ
　１－３　レスポンス信号の受信のステップ
　１－４　メッセージ情報の初回送信のステップ
　１－５　メッセージ情報の１回目の再送のステップ
　１－６　メッセージ情報の２回目の再送のステップ
　１－７　メッセージ情報の初回送信に対する受信失敗の応答受信のステップ
　１－８　メッセージ情報の１回目の再送に対する受信失敗の応答受信のステップ
　１－９　メッセージ情報の２回目の再送に対する受信成功の応答受信のステップ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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